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MYTEK DIGITAL 192-DSDの活用 (8) 

―HQPlayerの条件設定（ノイズシェービング等の選択）― 

 

１． 始めに 

前報に引き続き、これまで触れずにいた細かい条件設定を行って、音質の最適化を図

ることといたしました。今回は、ノイズシェービング等の選択に取り組むことといた

しました。 

 

２．ノイズシェービング／ディザ／変調器の選択 

ノイズシェービング／ディザ／変調器の選択はマニュアルに解説されており、ワード

長削減アルゴリズムを切り替えることとされ、文末に添付した表から選択することが

できます。なお、再生中の変更はできません。文末の表を見ても十分に理解ができま

せんが、いろいろと試行錯誤した結果、文末の表の none から shaped までは PCM

での選択対象、DSD5から DSD7までは DSDでの選択対象のようで、さらに和文マ

ニュアル（Version 3.2.0）の表にはない DSD5 256+fs および DSD7 256+fs という

のもありました。念のため、英文マニュアル（Version 3.3.0）を見てみますと、DSD5 

256+fsおよび DSD7 256+fs も収載されていました。和文マニュアルの改訂が追いつ

いていないように思われます。 

 

３．ノイズシェービング／ディザ／変調器の選択の試聴結果 

 試聴ルートは次の通りです。 

HDD→PC（T451/57DB）→MYTEK DIGITAL 192-DSD（88.2KHz/入力なし） 

PCM での選択対象の none から shaped まで聴いてみましたが、あまり差はないよ

うでしたので、176.4/192KHzに適しているという NS1を選択しました。 

 DSD での選択対象の DSD5 から DSD7 256+fs まで聴いてみましたが、あまり差は

ないものの、心もち自然な感じがする DSD5.1を選択しました。 

   

４．まとめ 

 ノイズシェービング／ディザ／変調器の選択についても意味が分からないまま試行

錯誤でやってみましたが、選択項目によってこれが最適とはっきり言えるようなもの

はないと感じました。 

                                  以上 

 

注：マニュアル記載のノイズシェービング／ディザ／変調器の説明表は次ページに記載 



 

 

 

 

 

 


